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論文審査結果の要旨 
 
情報技術やネットワークの発展により，遠隔コミュニケーションを支援するインタフ
ェースとして，メールやチャットといった文字によるコミュニケーションが広く利用さ
れている．とくにチャットは，インターネットを通して即座にメッセージを伝え合うこ
とができるために盛んに使用されている．しかし，コミュニケーション手段の幅が広が
る中で，文字のみによるコミュニケーションでは，対話者のノンバーバル情報が欠落し
てしまうために思いが伝わりにくい．一方，人の対面コミュニケーションでは，単に言
葉だけでなく，音声に対するうなずきや身振り・手振りが相互に同調して，対話者同士
が互いに引き込み合うことでコミュニケーションしている．この身体的リズムの引き込
みが対話時の一体感を生み，対話相手とのかかわりを実感させている． 
本論文では，遠隔でのチャットコミュニケーションにおいて，タイピング入力からキ
ャラクタの身体動作を自動生成するとともに，文字列に対応する情動表現を行うタイピ
ング駆動型身体引き込みキャラクタチャットシステム InterChat の研究開発について
論じたものである． 
具体的には，人間の発話音声とキーボード入力におけるタイピング入力との間のリズ
ムに関する類似性を示し，InterChatのコンセプトの提案からプロトタイプを開発して
いる．コミュニケーション実験によって，聞き手および話し手の各動作モデルに基づく
身体的引き込み動作提示，文字列に対応した動作モデルに基づく情動表現提示の有効性
を示している．また，中点表示（・）を用いて入力アウェアネス把握できるテキストの
表示方法および対応する情動表現の提示タイミングの評価実験によって InterChat の
有効性を示している．さらにテキストの編集可能性を維持しつつ，テキストとキャラク
タの情動表現を同期して表示する手法を開発し，評価実験を行った結果，入力の度に文
章の認識を行い，動作を提示するリアルタイム表示手法が高く評価されている．とくに
親密な相手とのコミュニケーションのような短い文章で送受信が繰り返される場合，テ
キストおよび身体動作表現をより早く提示できる手法が好まれる結果が得られている． 
上述したように，本論文では，テキストを媒体とするコミュニケーション場に対して，
対話者のタイピング入力による身体リズム共有技術を導入することで，インタラクティ
ブかつ一体感のある新たなチャットコミュニケーションシステムを開発するとともに，
他のコミュニケーションシステムへの展開が可能な身体的引き込み動作提示手法や情
動表現提示手法も開発している．これらの成果は，テキストを用いた対話者の思いを伝
える情報共有メディアの基盤となるものであり，遠隔コミュニケーションにおいて，
益々大きな役割を担うテキストによる直接的な言語情報伝達技術の発展に大きく寄与
するものである．よって，本論文は博士（工学）の学位論文として価値あるものと認め
る．  
